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30分で納得！ 

2016年9月9日(金)  
16:30-17:00 KURENAI登録：事務編 
17:00-17:30 京大オープンアクセス方針：Q&A編 
 
京都大学医学部構内 基礎医学記念講堂 
 
京都大学附属図書館 学術支援課 学術支援掛 
京都大学医学図書館 



ポイント 
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1. オープンアクセスな論文 
 

2. KURENAIに論文を登録するメリット 
「京都大学オープンアクセス方針」とは 
 

3. KURENAIに論文を登録する方法 
 

4. リポジトリ登録システムの便利な機能 
 

5. よくある質問 
会場質疑応答 

KURENAI 
登録事務編 

京大OA方針 
Q&A編 

16:30- 17:00- 



1.1. 論文公開の種類：オープンアクセス(OA)の観点から 
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OA費用を含んだ 
投稿料(APC)が必要 

OA論文にすると投稿料 
が割高になることも 

投稿料を支払っても 
OAにはならない 

誰でも無料で 
全ての論文が読める 

OA論文は誰でも読めるが、
OAでない論文は 
購読しないと読めない 

購読しないと 
論文が読めない 

$ 

OAでない または 

紙のジャーナル 

公開の種類 OAにするための著者の負担 誰が読める? 

$ $ $ 

$ $ $ 

$ 

OAジャーナル 

OA選択式 
  ジャーナル 

$ $ $ 

$ 



1.2. オープンアクセスジャーナルに投稿された論文(例1) 
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例：「DNAで「またいとこ」がわかる : 新しい血縁判定法の開発」の原著論文をPubMedで調べたところ。 
(京大PubMed専用URL http://www.ncbi.nlm.nih.gov/pubmed?otool=ijpktolib から) 

助教 
京大太郎 先生  

PLoS One (①) は有名なオープンアクセスジャーナルですね。 
話題の論文がオープンアクセス (②) だと、研究者・一般の方問わず 
誰もが無料で読めますね！ 

1 

2 

http://www.ncbi.nlm.nih.gov/pubmed?otool=ijpktolib


1.3. オープンアクセス選択式ジャーナルに投稿された論文(例2) 

あれ？ジャーナルへのリンク     (①) は 
Sign Inが必要と出ました…オープンアクセスで
はないんですね。 
京大の購読誌へのリンク      (②) を 
押してみます。 
あれ…「電子版は利用できない」(③) と出ました。
電子ジャーナルで読めたら助かるのになぁ。 

② 京大アーティクルリンカーをクリックしたところ 

1 

2 

3 

①ジャーナルへのリンクをクリックしたところ 
 この例はオープンアクセスになっていない。 

5 



1.4. 京大の研究成果論文ならKURENAIで読めます(例2の場合) 
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なんと！ 
Google Scholar 「論文名で探す」(①) のリンク 
から、PDFのリンク (②) が見つかりました！ 
著者稿 (③) がオープンアクセスになっている、 
これがKURENAIなんですね。便利ですね！ 

京大アーティクルリンカー画面下部 ＞ 役立つリンク 
◆オンラインでフリーのフルテキストを探す ＞ Google Scholar 

Google Scholarの画面に移り、論文名での検索結果が表示される 

1 

2 

[PDF] kyoto-u.ac.jpをクリックしたところ 
この例では著者稿のPDFがKURENAI登録され、 
オープンアクセスになっている。 

3 



2.1. 論文をKURENAIに登録するメリット 
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OAジャーナル OA選択式ジャーナル OAでないまたは 
紙のジャーナル 

→ 研究成果である論文を誰にでも無料で読んでもらえる 
→ 本学の研究成果を社会に還元できる(説明責任が果たされる) 
→ 検索の機会が増え、論文が引用される可能性が高まる 
→ 投稿時にオープンアクセス費を節約できることもある 

いいね！ 

 ジャーナルに掲載された論文がオープンアクセスか 
 どうかに関わらず、原則すべての論文をKURENAIに登録する。 



2.2. 京都大学オープンアクセス方針が定めること 
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本学に在籍する 

教員は 研究成果を KURENAIに 

登録する 

常勤の 
・教授 
・准教授 
・講師 
・助教(有期/無期問わず) 

• 学術雑誌に 
掲載された論文 
 

• 2015年4月28日 
以降に出版されたもの 
(それ以前のものは登録任意) 

• 専用登録システムで 
論文ファイルを登録申請。 
 

• 登録が可能な版や公開可能時期 
などは附属図書館で調査の上、 
論文を公開。 

教員が対象ということは、私もですね。オープンアクセスジャーナルに
投稿することを義務付けるものではないんですね。 



義務 コンテンツ 登録方法 

● 京大オープンアクセス 
方針により義務化 

2015(平27)年4月28日以降の学術雑誌掲載論文 
(それ以前の論文・その他の研究成果は登録任意) 

リポジトリ登録システム 
で登録申請 

● 学位規則 
により義務化 

2013(平25)年4月1日以降の学位論文 
(それ以前は登録任意) 

各研究科担当掛の 
指示に従って提出 

○ 登録を推奨 
本学における教育・研究活動によって生み出された 
学術成果・知的生産物(論文、図書、学会発表資料、 
科研費報告書等) 

登録申請書(メール)により
登録申請 

※ 
京都大学構成員以外は登録できない。 
過去に京都大学構成員だった方が、当時、作成に関与したコンテンツを登録
することは可能。 

登録申請書(メール)により
登録申請 
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常勤 非常勤 常勤 非常勤 学生 学外者 

教員： 
教授 准教授 講師 助教 

教員 
(含：医員・研修医) 

職員 職員 学位 
申請者 

院生 
以上 

学術雑誌 
掲載論文 ● ○ ○ ○ ○ ○ ※ 

図書、紀要論文、 
科研費報告書等 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ※ 

学位論文 義務化以前に本学で学位を取得された場合まずご連絡ください。 ● ※ 

2.3. 皆さんの研究成果、ぜひKURENAIにご登録ください 

KURENAIに登録できるコンテンツと対象者 

http://www.kulib.kyoto-u.ac.jp/uploads/oapolicy.pdf
http://www.kulib.kyoto-u.ac.jp/uploads/oapolicy.pdf
https://openaccess.kulib.kyoto-u.ac.jp/researcher/
http://www.kyoto-u.ac.jp/uni_int/kitei/reiki_honbun/w002RG00000952.html
http://www.kulib.kyoto-u.ac.jp/content0/13090#other
http://www.kulib.kyoto-u.ac.jp/content0/13090#other


3.1. 論文をKURENAIに登録してみよう (リポジトリ登録システムを使う) 
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それでは私も、さっそく論文をKURENAIに登録してみます！ 
オンラインで簡単に登録できるシステムがあるんですね。 

http://repository.kulib.kyoto-u.ac.jp/ 

助教 
京大太郎 先生  

http://repository.kulib.kyoto-u.ac.jp/
http://repository.kulib.kyoto-u.ac.jp/
http://repository.kulib.kyoto-u.ac.jp/
http://repository.kulib.kyoto-u.ac.jp/


3.2. リポジトリ登録システムにログインしよう 
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利用できる方 ＝ 常勤教員の方のみ 
• 用意するもの：教職員アカウントSPS-ID (例: taro123kyodai) 

リポジトリ登録システムへのアクセス方法 
https://openaccess.kulib.kyoto-u.ac.jp/researcher/ 

 代行登録者の設定についてはp.23 
 非常勤教員、職員、学生の方はご利用いただけませんので、 

KURENAI登録は「登録申請書」(メール)で行ってください。 
登録手順：http://www.kulib.kyoto-u.ac.jp/content0/13090 

表示されない場合もあります 

https://openaccess.kulib.kyoto-u.ac.jp/researcher/
https://openaccess.kulib.kyoto-u.ac.jp/researcher/
https://openaccess.kulib.kyoto-u.ac.jp/researcher/
https://openaccess.kulib.kyoto-u.ac.jp/researcher/
http://www.kulib.kyoto-u.ac.jp/content0/13090


3.3. リポジトリ登録システム トップ画面 
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「未登録」一覧に出ている論文は、情報が埋め込まれていて、わざわざ 
手入力する必要がないんですね。さっそく1件登録してみましょう。 

「未登録」一覧には2015年以降の論文情報が表示されます 
• Scopusやresearchmapから情報を取得しています。 
• 京大オープンアクセス方針による登録対象論文は 

2015年4月28日以降に出版されたものです。 

一覧にない論文は「新規登録 - 本システムのみ」から手入力で登録できます 

https://www.scopus.com/
http://researchmap.jp/


3.4. 「未登録」一覧から登録申請①：論文を選んで「申請(Apply)」 
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「未登録」一覧から、登録したい論文を選んで、 

画面右側の        (①)をクリックする 申請 (Apply) 

1 



3.5. 「未登録」一覧から登録申請②：許諾条件を必ず確認 

論文情報を確認する 
DOI、ジャーナル名、出版社、 
タイトル、著者 

1 

3 

論文「研究資金獲得支援における情報の情報・提供・分析」 

手持ちの論文ファイルをアップロードする必要があるかどうか、 
「許諾条件」(②) の「版」を見て、確認するんですね。 
次のページで例をみてみましょう。 

論文ファイルを 
アップロードする必要が 

あるかどうかは 
許諾条件(②)の「版」を 
確認する(詳細は次ページ) 

2 

14 

(参) エンバーゴ期間の表示例 



3.6. 「未登録」一覧から登録申請③：許諾条件の「版」とは 

許諾条件 版： KURENAIに登録・公開できる論文のバージョンのこと 

版： 不明 著者稿 
出版社稿 

掲載誌を京大は 
購読していない 

掲載誌を京大で 
購読している 

ファイル 
の添付 

必要(著者稿) 必要(出版社稿) 不要 

著者が 
著者稿を添付する 

著者が 
出版社稿を添付する 

図書館が 
購読誌から入手 
(著者は添付不要) 
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許諾条件の「版」が「不明」のときは、著者稿のファイルを添付すればOK。
著者稿について詳しくはｐ.28へ。 



3.7. 「未登録」一覧から登録申請④：ファイルを送信・共著者の合意確認 

1 

2 

3 

16 

許諾条件の「版」が「不明」のときは、 
著者稿を添付して... 

共著者の花子さんにもメールで 
連絡して… 
合意を得たらチェック、と。 



3.8. 「未登録」一覧から登録申請⑤：あとは待つだけ 
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登録した論文情報の右側が      に変わりました。 
あとは、図書館の人がKURENAIに登録すると「完了済」になるんですね。 



3.9. 新規登録申請①：一覧にない論文を登録するには 

1 

2 

一覧にない論文は、手入力すればいいんですね。 
「新規登録」(①) から、「本システムのみ」(②) をクリックして… 

18 



3.10. 新規登録申請②：論文情報を手入力 (またはDOIから) 

掲載論文に DOI があれば、入力が楽にできますね。 
著者やタイトルなど必須項目は必ず入力して... 

DOIがあれば入力し、     をクリック 
DOIの例：10.1371/journal.pone.0160287 

必要事項を入力する 

19 

ディーオーアイ 



3.11. 新規登録申請③：許諾条件を必ず確認 

出版社稿と著者稿のどちらをKURENAI登録できるか、条件の確認が取れて
いない場合は、著者稿を添付すればOKなんですね。 

新規登録の場合、図書館による許諾条件の調査は 
登録申請後となります 

登録可能な論文の版が不明の場合は、「著者稿」を添付します。
公開時期は図書館で調査のうえ公開します。 

20 



3.12. 新規登録申請④：あとは待つだけ 

新規登録した論文も「未登録」一覧に追加されます 

21 

図書館が確認しKURENAI登録すると、「完了済」となります 



4.1. こんなときは①：登録できない事情がある 

共著者の先生からKURENAI登録の合意が得られませんでした。 
どうしたらよいでしょう。 

一覧から該当論文の「申請」ボタンをクリックして「適用例外」ボタンで手続きします。 

22 

1 

2 

3 

京 大 
OA方針 第 項 3 公開が不適切と著者が申請した場合は、公開しない 



4.2. こんなときは②：代理人に登録申請を代行してもらう 

秘書さんなどに登録を代行してもらうことはできますか？ 

はい。「代理入力者登録」で代行申請者を登録すれば著者に代わって登録申請できます。 

23 

著者が代理入力者を登録する 代理人が代行作業可能となる 

1 

2 

2 

3 

1 

京大 太郎 Taro Kyodai taro123kyodai 



4.3. こんなときは③：教育研究活動DBと連携して新規登録 

教育研究活動データベースにも登録できるって本当ですか？ 

はい。新規登録 から 「活動DBにも登録」を選んで登録します。 

1 

2 

24 

https://openaccess.kulib.kyoto-u.ac.jp/researcher?kyouindb=1  

https://openaccess.kulib.kyoto-u.ac.jp/researcher?kyouindb=1
https://openaccess.kulib.kyoto-u.ac.jp/researcher?kyouindb=1
https://openaccess.kulib.kyoto-u.ac.jp/researcher?kyouindb=1


– 自分の論文ではない 

– すでに処理済（重複データ または KURENAIに登録済） 

– 他の共著者に登録申請を依頼する→「共著者処理中」一覧に表示される 

4.4. こんなときは④：一覧から非表示にしたいとき 

自分の「未登録」論文一覧から非表示にできるのは、 
どんなときでしょうか。 

適用例外申請とは別に、以下の非表示処理機能をお使いいただけます。 

25 

「未登録」一覧から登録申請を行う場合の画面例： 



よくある質問 

26 



KURENAIへの登録に関する著作権は誰が調査しますか？ 

C 

著者にある 

C 

出版者にある 

著作権が 

KURENAI登録には、出版者が登録を許可しているか、版/公開時期の確認が必要。 
• 出版者ポリシー調査のためのツール 

• SHERPA/RoMEO (シェルパロメオ)               ←海外のジャーナル 
http://www.sherpa.ac.uk/romeo/ 

• 学協会著作権ポリシーデータベース (SCPJ)      ←日本の学協会ジャーナル 
http://scpj.tulips.tsukuba.ac.jp/ 

• 不明な場合は図書館から著者に「著作権譲渡契約」の内容確認依頼が来ることも。 

出版者の条件の例 
• 著者稿であれば 登録可(出版社稿はNG) 
• 発行から1年後であれば登録可 

27 

KURENAI 
 
基本的に、図書館が出版者ポリシーの確認を行ったうえで論文を公開しています。 

http://www.sherpa.ac.uk/romeo/
http://scpj.tulips.tsukuba.ac.jp/
http://scpj.tulips.tsukuba.ac.jp/


著者稿ってどの段階の論文ですか？ 

28 
*Elsevier社の定義による http://jp.elsevier.com/authors/author-rights-and-responsibilities 

• 査読前 
• 投稿システムで出版社に 
送った版 

 

• 査読後 
• 掲載を許可された時点の 
論文原稿 

• 投稿、査読、編集者とのやり
取りを通じて著者が加えた 
変更が含まれる 

• 校正刷以前のバージョン 

• 発行版=出版社レイアウト版 
• 編集、書式、ページ番号付与
など、出版社によるすべての
作業を終えている 

プレプリント 著者稿 出版社稿 
査
読 

アクセプト！ 

校
正 

ドキドキ 

↑投稿システム 

KURENAI 
 
アクセプトされた著者原稿（Accepted Author Manuscript）のことです。 

http://jp.elsevier.com/authors/author-rights-and-responsibilities
http://jp.elsevier.com/authors/author-rights-and-responsibilities
http://jp.elsevier.com/authors/author-rights-and-responsibilities
http://jp.elsevier.com/authors/author-rights-and-responsibilities
http://jp.elsevier.com/authors/author-rights-and-responsibilities
http://jp.elsevier.com/authors/author-rights-and-responsibilities
http://jp.elsevier.com/authors/author-rights-and-responsibilities


KURENAIは何が日本一なんですか？ 

29 

KURENAI 
 
スペイン高等科学研究院（Consejo Superior de Investigaciones Cientificas）の 
世界リポジトリランキングで、32位。日本でトップです。[2016年7月 現在] 

http://repositories.webometrics.info/en/top_Inst 

http://repositories.webometrics.info/en/top_Inst
http://repositories.webometrics.info/en/top_Inst
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論文投稿料 
 

論文投稿料(APC)の割引があると聞いたのですが… 

論文をジャーナルに投稿する際、掲載論文をオープンアクセスにするために、 
Article Processing Charge（APC）と呼ばれる費用が発生する場合があります。 
 
該当するジャーナルを京都大学で購読している場合に、特典として京都大学構成員の
APCに割引が適用されることがあります。 
 
対象となる出版社・ジャーナルと手続きの詳細は、以下のページをご覧ください。 
 
オープンアクセス誌投稿料の割引情報について (京都大学図書館機構) 
http://www.kulib.kyoto-u.ac.jp/content0/13089 
 

http://www.kulib.kyoto-u.ac.jp/content0/13089
http://www.kulib.kyoto-u.ac.jp/content0/13089
http://www.kulib.kyoto-u.ac.jp/content0/13089
http://www.kulib.kyoto-u.ac.jp/content0/13089
http://www.kulib.kyoto-u.ac.jp/content0/13089
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論文投稿料 
 

論文投稿料(APC)を財会システムに入力するときの注意は？ 

論文投稿料を財務会計システムに入力する際は、摘要欄に以下の通りご入力ください。 
本学が支出する論文投稿料の額を正確に把握し、雑誌購読に係る出版社との価格交渉時の 
根拠とします。ぜひご協力ください。 

入力例：論文投稿料 Nature Communications, Nature Publishing Group 
ジャーナル名,  出版社（取引先） 

詳細は「論文投稿料 Q&A」(教職員ポータル掲載) をご参照ください 
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博士論文 
 

(複数の)ジャーナルに投稿した論文をもとに、博論にします。
提出前に、確認しておくことはありますか？ 

学位規則により、2013(平成25)年度以降に博士学位を取得された方は、原則として 
学位授与後一年以内に博士学位論文の全文をKURENAIで公表しなければなりません。 
 
KURENAIで公表する論文は、学位審査対象となった論文と同一版面である必要があります。
そのため、(複数の)ジャーナルに投稿している場合、(それぞれの)ジャーナルの 
著作権ポリシーを必ず確認しましょう。 
 [確認のポイント] 

• リポジトリ(KURENAI) 登録可否、可能な場合の「版」(例：著者稿) 
• 公開可能時期 (例：掲載後すぐに可/一定期間(エンバーゴ)後) 

  
  - エルゼビア社のジャーナルは「出版社稿」がKURENAIに登録可能です 
   https://www2.kulib.kyoto-u.ac.jp/kurenaiku/consideration-suppl01.pdf 【学内限定】 
  - その他のジャーナルについては以下の調査ツールもご利用ください。 

• SHERPA/RoMEO (シェルパロメオ)     ←海外のジャーナル 
http://www.sherpa.ac.uk/romeo/ 

• 学協会著作権ポリシーデータベース (SCPJ) ←日本の学協会ジャーナル 
http://scpj.tulips.tsukuba.ac.jp/ 

 

手続きの詳細については研究科の指示に従ってください。 
[参考] 博士学位論文リポジトリ登録に際しての留意事項 【学内限定】 
https://www2.kulib.kyoto-u.ac.jp/kurenaiku/consideration.pdf 

https://www2.kulib.kyoto-u.ac.jp/kurenaiku/consideration-suppl01.pdf
https://www2.kulib.kyoto-u.ac.jp/kurenaiku/consideration-suppl01.pdf
https://www2.kulib.kyoto-u.ac.jp/kurenaiku/consideration-suppl01.pdf
https://www2.kulib.kyoto-u.ac.jp/kurenaiku/consideration-suppl01.pdf
https://www2.kulib.kyoto-u.ac.jp/kurenaiku/consideration-suppl01.pdf
https://www2.kulib.kyoto-u.ac.jp/kurenaiku/consideration-suppl01.pdf
https://www2.kulib.kyoto-u.ac.jp/kurenaiku/consideration-suppl01.pdf
http://www.sherpa.ac.uk/romeo/
http://www.sherpa.ac.uk/romeo/
http://scpj.tulips.tsukuba.ac.jp/
http://scpj.tulips.tsukuba.ac.jp/
https://www2.kulib.kyoto-u.ac.jp/kurenaiku/consideration.pdf
https://www2.kulib.kyoto-u.ac.jp/kurenaiku/consideration.pdf
https://www2.kulib.kyoto-u.ac.jp/kurenaiku/consideration.pdf
https://www2.kulib.kyoto-u.ac.jp/kurenaiku/consideration.pdf


問い合わせ先 

 附属図書館 学術支援課 学術支援掛 
  repository ＠ mail2.adm.kyoto-u.ac.jp 
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KURENAI登録、リポジトリ登録システムについて 

論文投稿料(APC)の割引について 

 附属図書館 電子リソースチーム 
  ejdb ＠ kulib.kyoto-u.ac.jp 

その他、ご不明な点やご質問 

 医学図書館 
  medlib ＠ mail2.adm.kyoto-u.ac.jp 
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